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ないんです。実生活で役に立つも であってほしくない。夢を見させてくれるものが文学で、役に立ったらそれまでなんじゃないか 。詩が大好きで読んでるんですけど、なぜかというと、詩っていちばん役に立たないからなんです。文学に対して、自分から ちばん遠いものであってほしいという願望があります。松尾
 
私は本の中に閉じこもっちゃいけ






















描写の中に「エルサレムへの非難」とう章がいきなり出てきて 「エルサレムについて明確に立場を表明しなければいけない。無視して通 過ぎるわけにはいかない。エルサレムは難しい町。時として過酷な町だ エルサレムの慎み深さを信じては ら 穏やか 見えて穏やかではない。閉ざされた石造りの家々見るがいい」というふうに始まります。どうしても政治的な話になっちゃうんですけど、アラブとか中東って、今、いろ
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いろな問題があるじゃないですか。文学も、それを避けては通れないんですよね。アラブ文学研究者の岡真理さんは、サルトルの「アフリカの子どもが飢えて死んでいるのを前に文学は何 できるか」という問いを継承して、文学の可能性について書いています。 ラブや中東の文学は、目の前にあ 問題にどうしても関連してしまうと うか、人間の普通の日常を描いていても、その土地に関する問題が背景に必ず立ち上がってくるんです。工藤
 
すごく個人的な一節になってしま






読んだときに、 「美と うものは こなに美しくないものだろうか」という一節に感銘を受けました。あと、小さい頃から百人一首が好きです。 秋風にたなびく雲の絶え間より／もれ出づる月の影のさやけさ」というのが心に残っています。日本語のサ行って澄んだ感じがしませんか？
　 「もれ出づる月の影のさやけ








スであるとも思います。わさびアイスってわさびとアイスクリームを混ぜたわさび味のアイスなんだけど、わさびとアイスクリームって絶対一緒に食べ じゃないですか。そう うふ 出会 なものどうしが出会 た きに生まれる、新しい刺激のようなものが、僕は世界文学なんじゃ かと思っています。文学と言語の越境性豊田
 
今、英語が普遍的って言われてい
ますよね。英語で書くことでグローバルに作品が流通している。でも、その中で、ボスニアとか少数言 の地域からアメリカに亡命してきて、英語で書いてる作家がいるんです。彼らは英語の中に自分の母語を異質的 混ぜて、新 い表現を生








文学」という言葉で表現しているのですが、少数言語話者が大きな言語を使って作品を書くこ で、大きな言語自体に変革をもたらしてしまうことがある。それを戦略的に使った作家、たとえばカフカみたいな少数言語圏の作家には、少数語の話者でありな も大きな現実さえ変えてしまう潜在 な力がある 思います。松尾
 
今みなさんが、いろんな言語と交








ら異国情緒とか普遍なんてものも、今ではもうなんだか分からなくなってきてるんじゃないかなと思ってます。ただ僕は作家がロシア出身 ら読みたい と 、バスク語で書いてるからちょっと読みたいなとか思う気持ちはあるし、そはもしかしたらエキゾチシズムと呼ばれるのかもしれ い。野口
 
さっき挙げた『エルサレムの秋』
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